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た
っ
す
い
が
は
い
か
ん

松
田
ひ
ろ
む

　
私
は
「
現
代
俳
句
」
２
０
２
５
年
２
月
号
「
現
代
俳

句
と
は
何
か﹃
昭
和
一
〇
〇
年
の
今
、考
え
る
﹄」で「
シ

ン
現
代
俳
句
」
へ
の
期
待
を
書
い
た
。
私
自
身
も
含
め

た
現
代
俳
句
へ
の
𠮟
咤
激
励
の
気
分
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
思
い
出
し
た
の
は
桂
信
子
（
１
９
１
４
-

２
０
０
４
年
）
で
あ
る
。
桂
信
子
は
現
代
俳
句
協
会
の

総
会
な
ど
で
「
最
近
の
俳
句
は
、
つ
ま
ら
な
い
」
と
ズ

バ
ズ
バ
切
っ
て
気
持
ち
よ
か
っ
た
。『
証
言
・
昭
和
の

俳
句
』
で
も
、「
お
〜
い
お
茶
」
や
、黛
ま
ど
か
の
「
ヘ
ッ

プ
バ
ー
ン
」
を
あ
げ
て
「
あ
ん
な
俳
句
と
一
緒
に
さ
れ

て
は
困
る
」「
俳
句
に
は
命
が
こ
も
っ
て
な
い
と
ね
」

「
永
遠
の
も
の
」「
消
え
な
い
も
の
が
。
そ
う
い
う
も

の
を
詠
い
た
い
。
詠
う
べ
き
だ
。」
と
い
う
。
桂
信
子

の
句
は
女
性
の
情
念
を
詠
ん
だ
句
が
多
く
、
そ
れ
は
そ

れ
で
時
代
を
切
り
開
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

こ
で
は
〈
ご
は
ん
粒
よ
く
噛
ん
で
ゐ
て
桜
咲
く
〉（『
草

樹
』）
の
１
句
を
あ
げ
る
。

　

そ
の
桂
信
子
の
思
い
に
私
も
い
ま
強
く
共
感
す
る
。

「
鷗
座
」
の
平
明
清
新
・
叙
情
・
生
活
感
覚
が
桂
信
子

の
指
摘
に
応
え
る
も
の
で
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
現
在
放
映
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
テ
レ
ビ
小

説
「
あ
ん
ぱ
ん
」
は
私
の
出
身
の
高
知
が
舞
台
で
あ

る
。
そ
の
ド
ラ
マ
で「
た
っ
す
い
が
は
い
か
ん
」が
あ
っ

た
。
そ
う
だ
こ
れ
だ
、
こ
れ
が
現
代
俳
句
に
も
当
て
は

ま
る
と
膝
を
打
っ
た
。「
た
っ
す
い
」
と
は
弱
弱
し
い
、

元
気
が
な
い
と
ネ
ッ
ト
で
は
解
説
さ
れ
て
い
る
が
、
私

の
理
解
で
は
「
薄
い
、
気
が
抜
け
た
、
味
が
な
い
」
と

い
う
味
覚
と
し
て
使
っ
て
い
る
。
実
は
こ
れ
は
キ
リ
ン

ビ
ー
ル
の
高
知
限
定
コ
ピ
ー
。
ア
サ
ヒ
の
ス
ー
パ
ー
ド

ラ
イ
へ
の
挑
戦
で
あ
る
。
こ
の
コ
ピ
ー
で
２
０
０
１
年

に
高
知
県
内
１
位
を
奪
回
し
て
い
る
。

　
た
し
か
に
最
近
の
俳
句
に
は
「
た
っ
す
い
」
も
の
が

多
い
。
現
代
俳
句
協
会
と
名
乗
る
か
ら
に
は
、
そ
れ
に

応
え
る
も
の
が
欲
し
い
。
ま
し
て
や
そ
の
東
京
都
区
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
管
見
な
が
ら
２
０
２
５
年
の
共
鳴
句

を
あ
げ
る
。

　
ま
ず
は
「
戦
と
平
和
」
の
句
で
あ
る
。

　
八
月
六
日
八
時
を
過
ぎ
し
自
動
ド
ア�

池
田　
澄
子

　
筍
の
菩
薩
と
も
は
た
砲
弾
と
も�

衣
川　
次
郎

　
比
類
な
き
春
よ
弾
痕
の
父
の
し
し
む
ら�

鳥
居
真
里
子

　
感
性
の
句
を
あ
げ
る
。

　
み
ち
の
く
は
異
形
尊
し
芋
頭�

高
野
ム
ツ
オ

　
腹
筋
で
支
ふ
る
悲
歌
や
花
ミ
モ
ザ�

佐
怒
賀
正
美

　
指ゆ

び
づ
つ銃
に
狙
わ
れ
や
す
き
寒
の
薔
薇�

清
水　
　
伶

　
丸
腰
の
教
師
に
燕
返
し
か
な�

行
方　
克
巳

　
僭
越
な
が
ら
「
鷗
座
」
の
仲
間
の
句
を
あ
げ
る
。

　
寒
菊
を
括
り
上
げ
た
る
被
団
協�

宮　
　
沢
子

　
夫
婦
別
姓
球
根
の
穴
を
掘
る�

小
平　
　
湖

　
七
色
の
多
様
性
と
か
根
深
汁�

田
辺　
　
花

　
寒
晴
の
空
や
つ
な
が
る
ガ
ザ
の
空�

磯
部　
薫
子

　
ま
ほ
ろ
ば
の
陥
没
道
路
飛
花
落
花�

川
崎　
果
連

　
戦
場
の
す
べ
て
の
武
器
に
袋
掛�

後
藤
よ
し
み

　
麻
痺
の
手
の
や
わ
ら
か
で
す
ね
花
水
木�

高
矢　
実
來

　
俳
句
の
大
衆
性
は
大
切
に
し
つ
つ
も
、
本
物
の
確
か

な
現
代
俳
句
を
目
指
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
「
た
っ
す
い
が
は
い
か
ん
」。
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◆「
秋
」
俳
句
会　

　
主
宰
：
佐
怒
賀
正
美
、
副
主
宰
：
小
笠
原
至

　
編
集
長
：
安
達
昌
代

　
練
馬
区
小
竹
町
１
-44
-８　
佐
怒
賀
正
美

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３
-６
７
６
０
-９
８
７
３　

　
「
秋
」
は
昭
和
36
年
10
月
に
創
刊
。
創
刊
時
の
同
人

代
表
は
松
澤
昭
。
１
年
後
に
主
宰
制
に
変
わ
り
、
初
代

主
宰
は
石
原
八
束
、
２
代
目
文
挾
夫
佐
恵
、
３
代
目
を

佐
怒
賀
正
美
が
継
承
し
て
い
る
。
石
原
八
束
の
出
発
点

が
、
俳
句
を
飯
田
蛇
笏
、
詩
や
文
章
を
三
好
達
治
に
学

ん
だ
こ
と
か
ら
、「
秋
」
で
は
俳
句
だ
け
で
な
く
、
文

章
（
随
筆
・
批
評
文
）
を
書
く
こ
と
も
大
切
に
し
て
き

た
。
石
原
八
束
は
内
観
造
型
を
主
張
し
た
が
、
そ
れ
は

自
然
な
ど
の
外
部
の
写
生
の
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
内
面

の
世
界
を
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
描
き
出
す
こ
と
で
も
あ
っ

た
。
た
だ
、
八
束
は
内
観
造
型
句
だ
け
詠
む
の
で
は
な

く
、
ま
ず
は
伝
統
俳
句
の
季
語
・
切
れ
・
五
七
五
の
定

型
感
な
ど
写
生
の
基
本
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
た
上
で
、

現
代
詩
的
な
暗
喩
や
象
徴
の
世
界
へ
と
進
む
こ
と
を
唱

導
し
た
の
で
あ
っ
た
。
石
原
八
束
の
俳
句
の
特
質
の
一

つ
は
、
と
に
か
く
よ
く
「
旅
」
を
し
た
こ
と
で
、
国
内

は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ら
に
欧
米
、
エ
ジ
プ
ト
、
中
国
な
ど

国
外
へ
も
足
を
運
ん
で
、
各
地
の
文
化
の
深
さ
に
立
脚

し
た
世
界
を
感
じ
取
り
、
俳
句
に
新
し
い
世
界
を
も
た

ら
そ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
一
方
で
、
若
い
と
き
に

師
事
し
た
三
好
達
治
の
全
詩
集
の
編
纂
な
ど
、
文
芸
的

な
世
界
に
耽
溺
し
な
が
ら
、
そ
の
一
領
域
で
あ
る
俳
句

に
も
ロ
マ
ン
を
求
め
た
。
尚
、
２
代
目
主
宰
の
文
挾
夫

佐
恵
は
99
歳
の
時
に
史
上
最
高
齢
で
蛇
笏
賞
を
受
賞
し

て
い
る
。
現
在
は
、
佐
怒
賀
正
美
を
中
心
に
来
年
の
創

刊
65
周
年
に
向
け
て
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の
諸
企
画
を
立

案
中
。
日
常
生
活
を
大
事
に
し
な
が
ら
も
、
内
観
世
界

を
さ
ら
に
広
げ
る
現
代
性
を
取
り
込
ん
だ
宇
宙
観
を
大

事
に
し
て
い
る
。

◆「
豈
」

　
発
行
人
：
筑
紫
磐
井

　
杉
並
区
井
草
５
-10
-29　
國
谷
方　
豈
の
会

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３
-３
３
９
４
-３
２
２
１

　
攝
津
幸
彦
を
中
心
に
１
９
８
０
年
16
名
の
同
人
に
よ

り
創
刊
さ
れ
た
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
で
ラ
ジ
カ
ル
な
表
現
の

場
を
目
指
す
現
代
で
は
特
異
な
雑
誌
で
あ
る
。
自
由

律
作
家
、
歌
人
、
川
柳
作
家
に
も
門
戸
を
開
い
て
い
る
。

攝
津
は
１
９
９
６
年
に
49
歳
で
亡
く
な
っ
た
が
、
多
く

の
若
い
作
家
に
慕
わ
れ
た
。
大
本
義
幸
、
大
井
恒
行
、

し
ょ
う
り
大
、
長
岡
裕
一
郎
、
中
烏
健
二
、
西
川
徹
郎
、

藤
原
龍
一
郎
を
創
刊
同
人
と
し
、そ
の
後
、倉
阪
鬼
一
郎
、

高
山
れ
お
な
、
池
田
澄
子
、
五
島
高
資
と
長
く
コ
ン
ス

タ
ン
ト
に
活
躍
し
て
い
る
同
人
も
多
い
が
、
近
年
、
創

刊
同
人
の
多
く
が
逝
き
、
宮
入
聖
、
岸
本
マ
チ
子
、
須

藤
徹
、
秦
夕
美
、
高
橋
比
呂
子
、
救
仁
郷
由
美
子
、
大

橋
愛
由
等
、渡
辺
伸
一
郎
、北
川
美
美
と
物
故
者
も
多
い
。

　
「
豈
」
創
刊
以
前
は
、攝
津
は
、坪
内
稔
典
、澤
好
摩
、

伊
丹
啓
子
ら
と
「
日
時
計
」
を
創
刊
し
、
そ
の
後
、
盟

友
大
本
義
幸
の
発
行
す
る「
黄
金
海
岸
」に
よ
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
前
衛
系
雑
誌
の
系
譜
を
継
ぎ
な
が
ら
、
創

刊
45
年
目
を
迎
え
た
雑
誌
は
珍
し
い
だ
ろ
う
。
攝
津
自

身
、こ
れ
ら
同
人
誌
の
み
に
よ
っ
て
『
姉
に
ア
ネ
モ
ネ
』

『
鳥
子
』『
與
野
情
話
』『
鳥
屋
』『
鸚
母
集
』『
陸
々
集
』

『
鹿
々
集
』『
攝
津
幸
彦
全
句
集
』（
没
後
）
の
句
集
を

上
梓
し
た
。 

　
現
在
同
人
は
70
人
を
超
え
て
い
る
が
、
過
激
な
後
期

高
齢
者
が
多
く
、
特
に
同
人
募
集
は
行
っ
て
い
な
い
。

◆「
鷗
座
」

　
代
表
：
松
田
ひ
ろ
む

　
鷗
座
は
故
古
沢
太
穂（
２
０
０
０
年
３
月
２
日
逝
去
）

の
志
で
あ
る
平
明
清
新
・
叙
情
・
生
活
感
覚
を
受
け

継
ぎ
２
０
０
１
年
８
月
に
創
刊
。
代
表
＝
松
田
ひ
ろ
む
、

  
特
別
企
画 　

23
区
内
に
本
拠
地
を
置
く

　
　
　
　

結
社
・
俳
誌
・
句
会

　

あ
な
た
の
近
く
に
学
び
と
交
流
の
場
が
︱
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編
集
長
：
石
口
榮
、
副
編
集
長
：
後
藤
よ
し
み
、
同
人

会
長
：
小
髙
沙
羅
。
月
刊
、誌
代
１
年
１
２
、０
０
０
円
。

（
見
本
誌
無
料
進
呈
）

発
行
所
：�

〒
１
７
４
ー
０
０
４
６　

東
京
都
板
橋
区
蓮

根
３
-12
-27
-１
１
０

電
話
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３
-３
９
６
８
-０
１
５
３

メ
ー
ル
：aladdin1938@

outlook.jp　

http://plaza.rakuten.co.jp/kam
om
eza/

　

句
会
は
東
京
都
板
橋
区
（
３
回
）、
豊
島
区
（
１
回
）、

杉
並
区
（
１
回
）、
松
田
ひ
ろ
む
俳
句
研
究
会
、
東
京

さ
ん
ぽ
句
会
、
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

を
機
に
２
０
２
０
年
よ
り
始
め
た
鷗
座
通
信
句
会
を
含

め
月
８
回
開
催
。

　
東
京
さ
ん
ぽ
句
会
は
都
内
各
地
を
尋
ね
て
の
吟
行
句

会
、
松
田
ひ
ろ
む
俳
句
研
究
会
で
は
俳
句
だ
け
で
は
な

く
、
随
筆
の
発
表
、
日
本
の
名
随
筆
集
を
配
布
し
朗
読

を
行
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を

機
に
２
０
２
０
年
よ
り
「
鷗
座
通
信
句
会
」
を
月
１
回

開
催
。
全
句
会
と
も
松
田
ひ
ろ
む
代
表
に
よ
る
全
句
講

評
が
あ
り
、
初
心
者
に
分
か
り
や
す
く
ベ
テ
ラ
ン
に
も

勉
強
に
な
る
と
好
評
で
あ
る
。
さ
ん
ぽ
句
会
、
俳
句
研

究
会
、
通
信
句
会
は
超
結
社
的
な
句
会
で
あ
り
自
由
に

誰
も
が
参
加
で
き
る
。

　
年
間
賞
と
し
て
同
人
賞
、
鷗
座
賞
、
新
風
賞
。
年
度

作
品
賞
と
し
て
最
優
秀
作
品
賞
、
優
秀
作
品
賞
を
設

け
毎
年
12
月
の
忘
年
会
の
席
で
表
彰
式
を
行
っ
て
い
る
。

そ
し
て
２
０
２
６
年
は
創
刊
25
周
年
を
迎
え
る
。

　
十
二
月
八
日
墨
た
っ
ぷ
り
と
御
名
御
璽

�

松
田
ひ
ろ
む

　
能
登
の
水
掬
え
ば
涙
明
日
も
雪�

松
田
ひ
ろ
む

　
レ
ノ
ン
の
忌
薔
薇
星
雲
に
胸
さ
ら
し�

松
田
ひ
ろ
む

　
や
っ
と
秋
や
っ
と
人
間
ら
し
く
な
る�

小
髙　
沙
羅

　
万
緑
へ
ど
こ
で
も
ド
ア
を
開
け
放
つ�

石
口　
　
榮

　
戦
場
の
す
べ
て
の
武
器
に
袋
掛�

後
藤
よ
し
み

◆「
山
河
」

　
　
創
刊
75
周
年
の
同
人
誌

　
　
代
表
：
山
本　
敏
倖

　
山
河
は
昨
年
創
刊
75
周
年
を
迎
え
、
来
年
６
月
で
通

巻
４
０
０
号
に
な
る
、
隔
月
刊
の
同
人
誌
で
あ
る
。
小

倉
緑
村
初
代
代
表
か
ら
加
藤
あ
き
と
、
松
井
国
央
を
経

て
、
現
在
山
本
敏
倖
が
代
表
を
担
っ
て
い
る
。
同
人
60

名
、
会
員
20
名
、
誌
友
８
名
の
小
さ
な
俳
誌
だ
が
、
俳

句
へ
の
情
熱
と
研
鑽
だ
け
は
ど
こ
に
も
負
け
な
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
秘
め
て
い
る
。

　
句
会
は
11
句
会
。
代
表
始
め
、
山
河
の
運
営
委
員
が

そ
れ
ぞ
れ
講
師
と
な
っ
て
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

　
講
師
陣
の
最
近
の
句
を
紹
介
す
る
。

　
春
の
雪
言
い
残
し
た
こ
と
な
い
で
す
か

�

山
本　
敏
倖

　
白
梅
や
輪
廻
転
生
か
ら
抜
け
て�

植
田
い
く
子

　
日
の
丸
の
汚
点
を
隠
す
柿
若
葉�

一
井　
魁
仙

　
万
の
手
首
八
月
の
水
救
う�

岡
田　
恵
子

　
も
の
思
ふ
手
掛
か
り
と
し
て
ま
ず
端
居

�

中
山　
愚
海

　
素
粒
子
て
ふ
ポ
エ
ジ
ー
に
無
縁
な
蠅�

榎
並　
恵
那

　
誌
面
は
、
山
河
集
（
同
人
）、
渓
流
集
（
同
人・会
員
）

の
作
品
欄
。
課
題
を
設
け
て
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
俳
句
、
外

部
の
参
加
者
を
含
め
競
い
合
う
通
信
だ
れ
で
も
俳
句
等

を
中
心
に
、
参
加
型
の
誌
面
構
成
。
他
に
外
部
の
寄
稿

者
や
特
集
と
し
て
テ
ー
マ
を
設
け
て
の
同
人
の
エ
ッ
セ

イ
等
々
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
年
１
回
の
山
河
賞
（
同
人
）
渓
流
賞
（
会
員
）

の
賞
を
設
け
て
、
山
河
全
体
の
機
運
を
常
に
鼓
舞
す
る

よ
う
企
画
し
て
い
る
。

主
要
同
人
の
作
品

　
ピ
ア
ノ
を
燃
や
す
夏
蝶
は
寝
て
い
る�

土
屋　
秀
夫

　
さ
ら
わ
る
る
こ
と
待
ち
わ
び
て
桜
貝�

古
寺
な
な
え

　
炎
天
へ
重
心
を
か
け
岩
波
書
店�

吉
田　
慶
子

　
死
に
場
所
を
コ
ッ
プ
に
決
め
た
凍
蝶�

桜
井
万
希
子

　
竹
の
秋
楽
譜
に
は
な
い
息
遣
い�

山
田
ひ
か
る

　
冴
返
る
い
つ
も
焦
土
の
あ
る
地
球�

栗
原
か
つ
代

発
行
所
：
荒
川
区
東
日
暮
里　
３
-34
-10

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３
-３
８
０
１
-１
６
５
６
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◆
俳
誌
「
四
季
」

　
代
表
：
松
澤
雅
世
。
昭
和
38
年
７
月
、四
季
会
結
成・

四
季
書
房
を
創
立
す
る
。
季
刊
句
集
『
四
季
』
第
１
号

を
刊
行
。
こ
の
句
集
は
四
季
会
文
学
運
動
の
第
１
弾
と

し
て
世
に
問
う
た
。
翌
昭
和
39
年
１
月
１
日
、
主
宰
誌

「
四
季
」
を
創
刊
。
当
時
の
主
幹
は
松
澤
昭
。
企
画
運

営
は
、
主
要
理
事
制
を
敷
く
。

　

松
澤
昭
の
創
刊
言
は
「
純
粋
造
形
型
」
を
提
唱
し
、

テ
ー
ゼ
を
鮮
明
に
し
て
敷
衍
し
た
。
誌
面
は
実
作
活
動

に
重
点
を
置
き
な
が
ら
俳
句
界
に
も
着
目
。
総
合
誌
は

じ
め
、
俳
誌
に
加
え
て
、
上
梓
さ
れ
た
句
集
の
鑑
賞
・

書
評
の
連
載
が
さ
れ
た
。
ま
た
、
鋭
利
な
エ
ッ
セ
イ
は

「
四
季
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
て
注
目
を
浴
び
、
多
彩

な
誌
面
作
り
が
話
題
と
な
っ
た
。
松
澤
昭
は
30
代
で
あ

り
、
傘
下
に
集
ま
っ
た
会
員
も
20
代
・
30
代
が
主
流
の

若
く
清
新
な
結
社
の
船
出
で
あ
っ
た
。
創
刊
翌
年
よ
り

「
四
季
賞
」・「
年
度
作
品
賞
」
の
顕
彰
も
設
け
、
そ
の

後
「
宅
居
賞
」・「
四
季
大
賞
」
を
新
設
し
、
会
員
の
研

鑽
目
標
と
な
っ
た
。

　
昭
は
平
成
６
年
東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会
会
長
に
就

任
。
平
成
12
年
か
ら
は
現
代
俳
句
協
会
会
長
に
就
任
し

た
。
現
主
幹
雅
世
は
、
編
集
長
・
副
主
幹
を
経
て
平
成

16
年
主
幹
と
な
り
現
在
に
至
る
。
ま
た
平
成
24
年
よ
り

東
京
都
現
代
俳
句
協
会
会
長
を
務
め
、現
在
は
常
任
顧

問
。

　
令
和
５
年
「
四
季
」
は
創
刊
60
周
年
を
迎
え
た
。
記

念
号
は
も
ち
ろ
ん
、
四
季
書
房
よ
り
記
念
出
版
と
し
て

主
幹
句
集『
陰
陽
』、
伊
東
類
理
事
長
句
集『
自
由
論
』・

広
井
和
之
副
理
事
長
句
集
『
覆
水
』
を
出
版
。
一
つ
の

大
き
な
節
目
を
修
し
た
。
現
在
は
隔
月
刊
。
作
家
個
々

の
作
品
を
希
求
し
な
が
ら
、
会
員
諸
兄
姉
と
邁
進
。　

◆
同
人
誌
「
に
に
ん
」

　
代
表
：
新
井
大
介

　
〒
１
６
６
-０
０
１
５ 

東
京
都
杉
並
区
成
田
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
-３
-５
-１
１
７

　
新
井
大
介
方　
に
に
ん
発
行
所

　

E
m
ail: arai.daisuke@

jp.kline.com
　
「
に
に
ん
」
創
刊
号
の
巻
頭
言
『
俳
句
の
俳
と
は
、

非
日
常
で
す
。
日
常
の
中
で
、
も
う
ひ
と
つ
の
日
常
を

つ
く
る
こ
と
で
す
。
俳
句
を
諧
謔
と
か
滑
稽
な
ど
狭
く

解
釈
し
な
い
で
、
写
実
だ
と
か
切
れ
字
だ
と
か
細
か
い

こ
と
に
終
わ
ら
な
い
で
、
も
っ
と
俳
句
の
醸
し
出
す
香

り
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。』
で
す
。

　
創
刊
号
の
巻
頭
言
に
あ
る
通
り
、
俳
句
を
自
由
に
楽

し
む
た
め
に
「
に
に
ん
」
は
あ
り
ま
す
。
面
倒
な
こ
と

は
さ
て
置
き
、
先
ず
は
俳
句
を
楽
し
み
た
い
方
な
ら
ど

な
た
で
も
同
人
会
員
と
し
て
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　
季
刊
誌
「
に
に
ん
」
は
２
０
０
０
年
９
月
に
創
刊
さ

れ
、
以
降
年
４
回
の
発
行
を
着
実
に
重
ね
て
き
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
本
年
10
月
１
日
発
行
の
秋
号
が
ち
ょ
う

ど
創
刊
１
０
０
号
に
あ
た
り
、
現
在
記
念
特
集
を
鋭
意

編
集
中
で
す
。
実
に
25
年
の
長
き
に
わ
た
り「
に
に
ん
」

は
続
い
て
お
り
、
さ
す
が
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
創
刊
代
表
は
岩
淵
喜
代
子
、
そ
の
後
２
０
２
４
年

に
新
井
大
介
が
代
表
を
引
き
継
い
で
現
在
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。

　
都
内
を
中
心
に
定
例
句
会
を
い
く
つ
か
開
催
し
、
首

都
圏
を
中
心
に
毎
月
吟
行
会
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

加
え
て
同
人
会
員
が
講
師
を
務
め
る
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
季
刊
誌
で
は
俳
句
並
び
に
俳

句
に
対
す
る
評
論
や
エ
ッ
セ
イ
等
を
発
表
す
る
場
を
提

供
し
て
お
り
ま
す
。「
に
に
ん
集
」
兼
題
５
句
、「
さ
ざ

ん
集
」
当
季
雑
詠
５
句
、
毎
号
合
計
10
句
を
同
人
会
員

の
方
々
は
発
表
し
ま
す
。

　
正
直
に
申
せ
ば
、
同
人
会
員
の
高
齢
化
が
心
配
で
す
。

逆
に
若
返
り
を
図
っ
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後

は
い
ろ
い
ろ
な
取
組
み
を
通
し
て
「
に
に
ん
」
の
活
動

範
囲
を
広
げ
、
よ
り
活
発
に
活
動
し
て
行
こ
う
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

◆「
麦
」　　

　
会
長
：
対
馬
康
子

　
埼
玉
県
越
谷
市
北
越
谷
3
-12
-6　
藤
井
方

　
　
　
　
　
　
　
　
麦
の
会　
田
中
朋
子
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℡
・
Fax
：
0
4
8
-9
7
5
-8
7
2
5

http
: //m

ugidakara.hatenablog.jp/

メ
ー
ル
問
い
合
わ
せ
先
：

sorandatte.dayo@
ym
ail.ne.jp�

︵
中
山
宙
虫
︶

　
見
本
誌
︵
無
料
に
て
進
呈
︶、
学
生
は
会
費
無
料
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
麦
」
は
戦
後
間
も
な
い
昭
和
21
年
中
島
斌
雄
（
な

か
じ
ま 

た
け
お 

１
９
０
８
年
～
１
９
８
８
年
）
に
よ

り
創
刊
。
令
和
８
年
（
２
０
２
６
）
９
月
に
創
刊
80
周

年
を
迎
え
ま
す
。

　
「
麦
は
大
地
で
あ
り
季
節
で
あ
り
又
生
活
で
あ
る
」

と
い
う
「
麦
」
創
刊
の
言
葉
を
胸
に
、「
俳
諧
自
由
」

を
か
か
げ
、
会
員
一
人
一
人
が
楽
し
く
個
性
を
発
揮
す

る
場
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
誌
面
で
は
雑
詠
欄
の
他
に
、
斉
田
仁
選
に
よ
る
初
心

者
投
句
欄
も
充
実
。
東
京
例
会
を
毎
月
第
２
日
曜
日
に

新
宿
区
曙
橋
に
て
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
句
会
や
東
京
研
究
会
、
吟
行
会
な
ど
全
国
に
句
会
が

あ
り
ま
す
。

　
現
会
長
の
対
馬
康
子
は
、
産
経
新
聞
俳
壇
︵
毎
週
木

曜
日
の
掲
載
︶、「
俳
句
界
」
雑
詠
の
選
者
、
ま
た
角
川

俳
句
賞
、
俳
句
四
季
大
賞
な
ど
様
々
な
選
考
委
員
を
務

め
て
お
り
、
本
年
11
月
１
日
の
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
彩

の
国
さ
い
た
ま
２
０
２
６
開
催
プ
レ
大
会
」
に
お
い
て

も
講
演
い
た
し
ま
す
。

　
俳
句
は
抒
情
詩
で
あ
り
、
内
面
の
具
象
を
詠
む
も
の
。

俳
句
活
動
を
通
し
て
共
に
心
を
開
放
し
ま
せ
ん
か
。

◆「
門
」

　
代
表
者
：
鳥
居
真
里
子

　
所
在
地
：
〒
１
２
０
-０
０
４
５

　
　
　
　
　
東
京
都
足
立
区
千
住
桜
木
２
-17
-１
-

　
　
　

３
２
１

　
連
絡
先
：
０
３
-３
８
８
２
-４
２
１
０

　
昭
和
62
年
１
月
、
鈴
木
鷹
夫
が
東
京
で
創
刊
。

　
師
系
石
田
波
郷
、
能
村
登
四
郎
。
俳
と
詩
の
融
合
を

志
し
不
易
を
心
に
挑
戦
す
る
。
俳
句
は
変
幻
自
在
で
あ

る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
個
々
の
表
現
活
動
の
作
家
集
団

で
あ
る
こ
と
を
目
指
す
。
本
年
よ
り
隔
月
刊
。
結
社
の

賞
で
あ
る
、「
門
賞
」「
同
人
賞
」
は
句
集
に
対
し
て
の

も
の
。
会
員
の
年
間
成
績
に
対
し
て
は「
新
人
賞
」。
20

句
競
作
に
は
「
東
門
賞
」
が
あ
る
。

◎
第
37
回
「
東
門
賞
」
よ
り　
　
加
藤　
閑　

　
手
の
中
で
羽
化
す
る
揚
羽
愛
を
告
げ

　
白
は
す
に
カ
ロ
ン
の
櫂
の
し
づ
け
さ
よ

　
逸
楽
の
演
技
者
た
ら
ん
と
蛇
殺
す

◎
第
38
回
「
東
門
賞
」
よ
り　
　
垂
水
文
弥

　
鶴
に
恋
あ
り
ま
ほ
ろ
ば
と
ち
ひ
さ
く
い
ふ

　
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
一
緒
に
死
ん
で
く
れ
ま
す
や
う
に

　
わ
れ
に
狼
に
喉
仏
と
ふ
孤
塔

　
「
東
門
賞
」
は
１
句
１
句
の
勝
負
と
違
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
豊
か
な
個
性
が
ぶ
つ
か
り
合
う
場
だ
。
ま
ず
は
、

挑
戦
を
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。

７
月
号
の
同
人
作
品
よ
り

　
堕
落
論
不
老
不
死
論
桜
冷�

野
村
東
央
留

　
あ
つ
と
う
的
治
癒
力
蒲
公
英
の
辺
り�

村
木　
節
子

　
松
の
花
臓
腑
噴
き
出
し
た
ま
ま
立
て
り

�

中
島
悠
美
子

　
遠
足
の
列
に
は
い
い
子
し
か
要
ら
ぬ�

佐
々
木　
歩

　
浮
寝
鳥
水
輪
の
芯
で
な
い
と
こ
ろ�

桐
野　
　
晃

　
魚
氷
に
上
る
こ
の
世
界
の
鰭
千
切
る�

中
澤　
美
佳

◆「
楽
園
」（
楽
園
俳
句
会
）

　
堀
田
季
何
（
主
宰
。
但
し
、
代
表
で
は
な
い
）

　
主
宰
及
び
編
輯
長
は
東
京
都
在
住
で
す
が
、
お
問
合

せ
、
ご
連
絡
は
、
Ｈ
Ｐ
経
由
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

https://horiei.jp/eden/

　

楽
園
俳
句
会
は
、
有
志
に
よ
り
、
２
０
２
０
年
の

春
に
結
社
さ
れ
た
。
疫
禍
に
よ
り
、
俳
誌
は
、
１
年
後

の
創
刊
と
な
っ
た
。
非
常
に
フ
ラ
ッ
ト
な
結
社
で
あ
り
、

会
員
は
主
宰
の
弟
子
と
は
限
ら
な
い
し
、
協
会
や
結
社

の
か
け
も
ち
も
自
由
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
主
宰
の
師

系
と
無
関
係
の
会
員
も
多
い
。

　

多
く
の
会
員
は
、
俳
諧
自
由
の
精
神
を
大
切
に
し
、

伝
統
・
前
衛
、
定
型
・
自
由
律
、
有
季
・
無
季
を
問
わ
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ず
、
古
き
に
学
び
、
新
し
き
を
志
し
て
い
る
。
俳
句
を

始
め
た
ば
か
り
の
初
心
者
か
ら
、
句
集
を
出
版
し
た
り
、

俳
壇
の
賞
を
受
け
た
り
し
て
い
る
者
ま
で
、
幅
広
く
在

籍
し
て
い
る
。
結
社
賞
と
し
て
、
応
募
制
の
楽
園
賞
を

設
け
て
い
る
。

　

句
会
は
、
首
都
圏
に
対
面
の
句
会
が
複
数
あ
る
他
、

国
内
外
か
ら
参
加
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
句
会
も
毎
月
開

か
れ
て
い
る
。
今
後
、
全
国
各
地
に
支
部
を
増
や
し
て

ゆ
く
予
定
で
あ
る
。
そ
の
他
、
連
句
会
も
存
在
す
る
。

　
年
会
費
は
、
１
万
２
千
円
。
同
人
費
は
別
に
徴
収
し

な
い
。
現
在
、
会
員
に
は
、
隔
月
で
電
子
発
行
さ
れ
る

「
楽
園
」（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
必
須
）
お
よ
び
年
に
一

回
発
行
さ
れ
る
紙
の
「
楽
園
」
湊
合
版
が
届
け
ら
れ
る
。

毎
号
、
２
つ
の
欄
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン・フ
ォ
ー
ム
を
使
っ

て
投
稿
で
き
る
。

◆「
瓏
玲
」　

　

今
野
龍
二
が
中
内
火
星
と
令
和
元
年
４
月
に
創
刊
、

７
年
目
を
迎
え
た
。
師
系
な
し
。
本
年
全
国
俳
誌
協
会

第
31
回
全
国
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
最
優
秀
結

社
賞
。
２
位
以
下
の
結
社
は
１
０
０
名
以
上
の
大
結
社

で
あ
る
、
わ
が
瓏
玲
は
18
名
で
創
刊
し
た
の
だ
が
現
在

35
名
の
会
員
が
在
籍
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
現
俳
の
全

国
大
会
で
も
毎
年
多
く
の
上
位
入
賞
者
を
出
し
て
い
る
。

「
瓏
玲
」
の
意
味
は
宝
玉
が
才
能
が
触
れ
合
っ
て
美
し

い
音
色
を
出
す
こ
と
。「
玲
和
」の
英
訳
が
ビ
ュ
ー
テ
ィ

フ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
瓏
玲
と
全
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
に

は
驚
い
た
り
喜
ん
だ
り
し
た
。

　
よ
く
言
わ
れ
る
の
だ
が
７
年
で
会
員
を
倍
増
し
て
よ

く
こ
こ
ま
で
育
て
上
げ
ま
し
た
ね
と
。
実
は
元
か
ら
俳

句
の
上
手
な
人
が
入
会
し
て
く
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
ど

ん
な
育
て
方
を
と
聞
か
れ
る
が
立
派
な
方
針
な
ど
は
持

ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
あ
え
て
言
う
な
ら
ば
「
放
し
飼

い
」。
広
大
な
俳
句
の
荒
野
を
自
ら
の
意
思
で
自
ら
の

力
で
切
り
開
い
て
い
る
人
ば
か
り
で
あ
る
。
と
き
ど
き

迷
え
る
羊
が
帰
っ
て
こ
な
い
こ
と
も
あ
る
の
だ
が
、
そ

れ
は
そ
れ
で
ど
こ
か
で
大
き
く
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
願

う
だ
け
。
つ
く
づ
く
思
う
の
だ
が
俳
句
の
縁
は
無
限
、

こ
こ
ま
で
い
い
俳
縁
を
沢
山
戴
い
て
き
た
も
の
だ
と
。

身
に
余
る
ほ
ど
の
良
縁
ば
か
り
で
あ
る
、
私
の
ま
わ
り

に
集
う
仲
間
に
も
さ
ら
に
上
の
ス
テ
ー
ジ
で
活
躍
で
き

る
よ
う
に
と
、
そ
の
よ
う
な
場
と
縁
を
提
供
し
続
け
る

つ
も
り
で
は
い
る
。
私
は
頼
ま
れ
る
と
断
れ
な
い
性
格

で
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
と
か
新
た
な
句
会
の
お
世
話

と
か
で
月
に
10
か
所
ほ
ど
の
指
導
ら
し
き
も
の
は
し
て

い
る
の
だ
が
、
瓏
玲
会
員
だ
け
の
句
会
は
年
に
１
～
２

回
し
か
で
き
て
い
な
い
状
態
で
こ
れ
は
改
善
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
、
少
な
く
と
も
月
に
一
度
は
と
思
っ
て
は

い
る
の
だ
が
な
か
な
か
。
か
つ
て
現
俳
の
全
盛
時
代
に

金
子
兜
太
は
数
は
力
で
あ
り
量
が
質
を
生
む
と
い
っ
た

が
、
兜
太
は
「
奢
る
平
氏
は
久
し
か
ら
ず
」
は
失
念
し

て
い
た
よ
う
だ
。「
瓏
玲
」は
数
を
恃
ま
ず「
放
し
飼
い
」。

あ
の
日
帰
っ
て
こ
な
い
子
羊
が
家
族
を
連
れ
て
帰
っ
て

来
る
か
も
知
れ
な
い
。

（
６
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
分
ま
で
。
敬
称
略
・

順
不
同
）

ご
支
援
ご
協
力
を
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
今
後
も
引
き
続
き
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

十
口　
　
　
　
　
　

三
口

　

古
寺
な
な
え　
　
　

渡
部　

愛
子

　

匿
名　
　
　
　
　
　

神
田
美
千
留　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
山　

園
子

　

五
口　
　
　
　
　
　

　

石
口　
　

榮　
　
　

一
口　

　

榎
並　

恵
那　
　
　

山
地
春
眠
子

　

渡
邊
す
み
れ　
　
　

匿
名　

　

伊
達　

公
子

　

大
橋　

愛
子

　

渡
邊
す
み
れ

※
氏
名
の
重
複
は
複
数
の
寄
付
に
よ
る
た
め
。

令
和
７
年
発
展
基
金
寄
付
者
芳
名
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2026年の参加者募集！　引き続きよろしく! !
協会員でなくても、どなたでも参加できます。
参加申込：原則としてメールによる投句、郵送・FAXも可。
投　　句：当季雑詠・３句
投句締切：2月20日締切。隔月(偶数月)の開催。(毎回当該月20日が投句締切)
互　　選：参加者には後日、清記表を送付。
　６句選(内１句特選)、特選コメント(50字以内)記入。
　メールによる選句(郵送・ＦＡＸ可）
結　　果：翌月(奇数月）　5日～ 10日頃に句会報発行。
参 加 費：1年分(6回分)一括払いで5000円のみ受付。
　�但し、途中不参加の場合でも返金はしません。投句と参加費の受領確認
をもって参加とします。（20日厳守）
　振込の場合は下記口座にお願いします。
　申し込み時に、氏名、住所、電話番号、メールアドレスを明記。
投 句 先：榎並　恵那
　E-mail　enasan_1948.2.19@kbh.biglobe.ne.jp
　〒157-0071 東京都世田谷区千歳台6-16-7-1207
　　TEL/FAX　03-6324-2023、携帯　080-5655-0342
振込口座：ゆうちょ口座００１３０－５－６３６０９２
長谷川寛子　ハセガワヒロコ　（同封の振込用紙をご利用ください。）
振込手数料はご負担ください。

2026年の参加者募集！　引き続きよろしくお願いします! !
協会・結社にこだわりません。どなたでも参加できます。是非ご参加ください。
参加申込：メールによる投句に限る。(郵送・FAX不可)
　必ずメールアドレスの登録をお願いします。
投　　句：当季雑詠１句、詠込句１句（必ず２句出句）
投句締切：1月20日締切。隔月(奇数月)の開催。(毎回当該月20日が投句締切)
互　　選：参加者には後日、清記表をメールにて送付。
　当季雑詠・３句選(内１句特選)、特選コメント
　詠込句・２句選(内１句特選)、特選コメント
　メールによる選句。（郵送・FAX不可）
結　　果：翌月(偶数月）の5日～ 10日頃にメールにて結果報告。
投 句 先：高橋　透水
　E-mail　acenet@cap.ocn.ne.jp
　奇数月の１日にメールにて投句依頼をします。
　メールに記載のURLをクリックしてフォームから投句。
参 加 費：1年分(6回分)一括払いで3000円のみ受付。
　�途中から参加は回数割。但し、途中から不参加の場合でも返金はしません。
　投句と参加費の受領確認をもって参加とします。(20日厳守)
　振込は下記口座にお願いします。
振込口座：ゆうちょ口座００１３０－５－６３６０９２
長谷川寛子　ハセガワヒロコ　（同封の振込用紙をご利用ください。）
振込手数料はご負担ください。

スクランブル通信句会（偶数月開催）

ビッグバン通信句会（奇数月開催）
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蒸
し
暑
い
中
、
31
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
高
得
点
句
）

１
百
日
紅
犬
に
や
さ
し
き
反
抗
期�
讃
岐　

幸
江

２
素
つ
ぴ
ん
の
君
は
べ
つ
ぴ
ん
百
日
紅�
馬
場　

龍
吉

３
色
褪
せ
し
伝
言
板
や
百
日
紅�

見
目　

千
絵

４
白
寿
な
お
余
熱
の
冷
め
ず
百
日
紅�

川
目　

智
子

５
百
日
紅
次
女
が
継
ぐ
と
か
町
工
場�

米
原　

拓
土

（
以
下
順
不
同
）

蜩
の
あ
と
前
景
を
欠
く
神
社�

菊
池
ひ
ろ
こ

い
ち
日
に
三
度
び
敬
礼
百
日
紅�

北
村
眞
貴
子

ハ
ン
ド
ル
に
は
「
駐
輪
禁
止
」
百
日
紅�

安
藤　

草
太

い
ち
に
ち
強
気
故
郷
に
百
日
紅�

赤
澤　

敬
子

神
鳴
で
終
る
野
外
の
研
修
会�

蓮
尾　

碩
才

白
南
風
や
あ
の
ひ
と
は
神
経
過
敏�

長
谷
川
は
る
か

み
ち
の
く
に
金
色
の
神
ひ
つ
じ
ぐ
さ�

山
口　

紀
子

青
木
湖
の
涼
風
の
先
神
住
む
や�

藤
井　

圭
子

少
年
の
夏
神
妙
に
上
の
空�

櫻
木
美
保
子

楸
邨
の
恋
や
白
花
さ
る
す
べ
り�

松
田
ひ
ろ
む

百
日
紅
散
っ
て
咲
い
て
夫
と
の
誤
差�

青
木　

栄
子

毛
虫
焼
く
神
も
仏
も
あ
る
も
の
か�

坂
本　

君
江

せ
せ
ら
ぎ
を
欲
し
て
な
ら
ぬ
百
日
紅�

松
澤　

雅
世

日
傘
に
ぬ
っ
と
神
来
て
相
合
傘�

中
内　

火
星

は
た
た
神
お
ん
な
の
嘘
は
む
ら
さ
き
に�

今
野　

龍
二

神
宮
の
花
火
大
会
一
人
呑
み�

渡
邊
す
み
れ

咲
く
ま
で
は
目
立
た
ぬ
や
う
に
百
日
紅�

上
野　

英
一

ま
ま
ご
と
の
花
び
ら
ひ
と
つ
百
日
紅�

大
橋　

愛
子

子
に
還
る
ふ
た
り
の
時
間
百
日
紅�

相
沢　

幹
代

熱
帯
夜
非
在
の
神
の
揺
ら
す
風�

山
﨑　

百
花

平
凡
な
人
の
平
凡
さ
る
す
べ
り�

遠
山　

弘
美

妻
は
今
も
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
百
日
紅�

石
口　
　

榮

介
護
介
護
俳
句
ぱ
ら
ぱ
ら
百
日
紅�

高
矢　

実
來

ル
ー
に
映
え
福
神
漬
に
夏
野
菜�

白
石　

正
人

避
暑
に
行
く
神
の
御
供
や
八
咫
烏�

蟇
目　

俊
行

幽
霊
と
神
を
演
じ
る
妻
で
あ
る�

高
橋　

透
水

�

（
見
目
千
絵　

記
）

編
集
後
記

　

原
爆
投
下
か
ら
80
年
。
最
近
、米
調
査
機
関
「
ピ
ュ

ー
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
」が
、広
島
、長
崎
へ
の
原

爆
投
下
に
対
す
る
評
価
を
米
国
民
に
尋
ね
た
世
論
調

査
で
は
、「
正
当
だ
っ
た
」
と
い
う
回
答
が
35
％
、「
正

当
化
で
き
な
い
」は
31
％
で
、「
分
か
ら
な
い
」も
33
％

に
達
し
た
と
い
う
。
正
当
だ
っ
た
と
い
う
評
価
は
前
回

２
０
１
５
年
調
査
の
56
％
か
ら
大
幅
に
減
少
。
た
だ
、

正
当
化
で
き
な
い
と
の
否
定
的
答
え
も
前
回
の
34
％

か
ら
３
ポ
イ
ン
ト
減
っ
た
。「
戦
争
を
早
く
終
わ
ら
せ
、

犠
牲
者
を
こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
た
め
だ
っ
た
」
と
い

う
論
理
が
揺
ら
い
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。�

川
崎
果
連

第
41
回
高
田
馬
場
「
夏
」
句
会
報

　

令
和
７
年
７
月
１
日
（
火
）

　

兼
題
「
百
日
紅
」・
席
題
「
神
」

広
報
部
・
編
集
室　

〒
135–

0016 

東
京
都
江
東
区
東
陽

　
　

１
︱
30
︱
８
︱
４
０
４　

川
崎
果
連
方

℡
０
９
０
︱
７
４
１
０
︱
９
５
４
３

メ
ー
ル : karen.kaw

asaki.2016@
gm
ail.com

日　
　

時　
�

令
和
８
年
１
月
６
日（
火
）

　
　
　
　
　

12
時
半　

受
付
開
始

会　
　

費　

１
、０
０
０
円

場　
　

所　

JR
高
田
馬
場
駅
前
Ｆ
Ｉ
ビ
ル
８
階

兼　
　

題　
「
初
空
」
又
は
「
初
御
空
」

　
　
　
　
　

席
題
は
当
日
掲
示　

句
会
内
容　

２
句
投
句
・互
選
６
句
内
１
句
特
選

参
加
申
込　

見
目
千
絵
（
定
員
34
名
）

　
　
　
　
　

℡
０
９
０
-４
２
２
５
-０
９
８
９

（
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
に
よ
る
お
申
込
み
の
際
に
は

　

ご
自
分
の
氏
名
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
）

高
田
馬
場
「
冬
」
句
会
の
ご
案
内




